
第1回「復興まちづくり計画」

策 定 懇 談 会

令和３年６月６日（日）１０：３０（中谷地区、鮎帰地区、中津道地区）

令和３年６月６日（日）１５：００（西部地区、深水地区、藤本地区）

令和３年６月６日（日）１９：００（田上地区、百済来地区）

しあわせあふれる ひと・もの交流拠点都市“やつしろ”



（１）復興へ向けたこれまでの取り組み

① 復興計画の策定について

✓ 令和3年2月末に策定→公表
✓ 坂本町全体の復興の方向性

と取り組みの概要を整理
✓ 一日も早い、復旧・復興を

実現するため、具体的な取
り組みを全庁的に実施。

✓ 今後、

各地区で、具体的にどのよう

な取り組みを進めていくのか

を具体的に考えていく必要

復興まちづくり計画
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：八代市坂本町復興計画のなかで、
特に「復興まちづくり計画」との関連が深い項目
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✓ 地域の皆様及び関係機関などか
らのご意見や有識者検討会によ
る検討結果を受け、現位置付近
一帯への再建を決定。

✓ 主な理由として、
①従来の生活サービスの拠点
②新たな土地の取得の必要が
なく、早期の再建が可能

③球磨川水系緊急治水対策プ
ロジェクトによって安全性が
高まるが、より一層、安全度
を高めるために、現地盤高よ
り３ｍ程度の嵩上げ等を実施

② 支所再建位置の検討について

地域住民の利便性の高い
従来の“まち機能”
としての賑わいの再生

≪目指す姿≫

＜再建位置図＞
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✓ できるだけ早く、できる限り被災者の意向に沿って、住まい
の再建を進めていくことを基本とし検討。

✓ 3月末に「住まい再建に係る明会」を開催。

✓ これまで、再建に向けた意向調査を2回実施。

✓ 繰り返し意向確認を行いながら再建をサポート。

■被災世帯（一部損壊以上）を対象とした調査を実施
（R2.12月調査）

・被災世帯：429世帯に配布、316世帯より回収（R3.1.29時点）

■被災世帯（半壊以上）を対象とした調査を実施
（R3.3月下旬から4月上旬調査）

・仮設住宅等入居世帯：339世帯に配布、300世帯より回収
（R3.6.1時点）

③ 住まいの再建検討について
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（２）復興まちづくり計画策定へ向けて

① 今年度の取り組み概要

■「小さな拠点」の再生に向けた取り組み

■「住まいの再建」に向けた取り組み

■「復興まちづくり計画」の検討
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① 今年度の取り組み概要

■「小さな拠点」の再生に向けた取り組み

✓ 被災前には、坂本支所周辺にコミュニティセンターをはじめ
とする各種機能・施設がコンパクトに集積しており、その
「小さな拠点」を再生することを検討。

✓ 従来の生活サービスの拠点であり、地域住民の皆様にとって
利便性の高い“まち機能”を集約し、賑わいの再生を目指す
ことが重要。

✓ 今後、令和7年度の完成を目指し、関係機関・団体等と協議
しながら検討を進める。

✓ 現在、関係機関に個別ヒアリングを実施中。
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① 今年度の取り組み概要

■「住まいの再建」に向けた取り組み

✓ 令和3年2月に策定した「復興計画」の基本理念のうち、特に
『～みんなで取り組む 持続可能なまちづくり～』の実現を
念頭に、坂本町に住み続けていくためにはどの様なことが必
要か、各地区での具体的な取り組みなどを検討。

✓ 繰り返し、丁寧に被災世帯の意向確認を行いながら、自力再
建が困難な方については、災害公営住宅等の整備（必要戸
数・配置場所等）を検討し、可能な範囲で地域コミュニティ
の維持に配慮。

✓ 被災者の方々の意向により、特に被害の大きかった地区につ
いては、「集団的移転」などを検討。
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✓ 令和3年3月27日から4月12日にかけ、半壊以上の被害に遭われ
た世帯を対象にアンケート調査を実施。対象となる339世帯の
うち300世帯が回答。(回収率88.5％、未定及び未回答が87世
帯）

✓ そのうち約30世帯が災害公営住宅での再建を希望。

✓ 調査結果に基づき、藤本地区（右岸・左岸）に数箇所、中津
道地区に1箇所、戸数や建築タイプも含め、希望者の意向を基
に検討中。

✓ 具体的な箇所、戸数等は近く公表予定。

✓ 今後「災害公営住宅に関する説明会」を開催予定。
※ 半壊以上の被害に遭われた339世帯宛て個別に説明会案内送付予定。

■ 災害公営住宅の検討状況について
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【 どんな事業なの？ 】

被災した坂本町の住宅再建と
まち機能施設等の再建につい
て、創造的復興とまちづくり
を実現する観点から、住民の
皆様に安心して住み続けてい
ただけるよう、総合的な計画
としてとりまとめます。

【スケジュールは？】

坂本町内旧小学校区の８地区ごと
に数回の「まちづくり懇談会」を
実施。初夏頃にスタートし、年度
内に『まちづくり計画』を地域の
皆様と一緒に作り上げます。

【参加するのはどんな人？】

被災された方々だけではなく、
坂本町に住み続ける全ての皆さ
んの参加をお待ちしています。
もちろん年齢や性別も問いませ
ん。特に、次世代を担う皆様の
参加が重要です。

【計画に必要な内容は？】

将来にわたって安全で、安心し
て暮らせるための計画を作りあ
げます。住まい再建へ向けた課
題検討や緊急時の避難行動確認
など、集落再生へ向け、地域の
皆様と一緒になって考えます。

① 今年度の取り組み概要
■「復興まちづくり計画」の検討
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② 復興まちづくり計画とは

■「復興まちづくり計画」策定へ向け、地区別で検討

✓ 復興計画をベースにしながら、地区別のより具体的な取り組
みを考えるもの。

✓ 今後、8地区ごとに実施する「まちづくり懇談会」で地域の
皆様と一緒に検討。

まちづくり懇談会
（８地区ごとに実施）

令和3年2月に策定した復興計画をベース

西部地区
懇談会での検討

それぞれの地区の「復興まちづくり計画」を策定

深水地区
懇談会での検討

中谷地区
懇談会での検討

鮎帰地区
懇談会での検討

藤本地区
懇談会での検討

中津道地区
懇談会での検討

田上地区
懇談会での検討

百済来地区
懇談会での検討
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② 復興まちづくり計画とは

ス
テ
ッ
プ
①

ス
テ
ッ
プ
３

地域づくりの基盤の検討

地域づくりを進めるうえでの課題等の整理

地区における取り組みの検討

✓ 安心して住み続けられるまちへ向け何が出来るか、何が必要か検討します。
✓ 「住まいの再建」についての意見交換を行い、災害公営住宅・移転住宅地

の整備などについても検討し、各地区の住まいの確保について考えます。

■検討の進め方のイメージ

ス
テ
ッ
プ
②

ス
テ
ッ
プ
③

※ 被害状況や課題の内容によって、各地区での開催回数や内容が異なります。

✓ それぞれの地域が目指す姿を検討します。
✓ 暮らしやすい地域づくりや地域の活性化に向けて解決すべき課題や活用す

べき魅力などを洗い出します。

✓ 地域課題の解決や魅力ある地域資源の活用のために必要となる地区の取り
組みを検討します。

✓ 上記の検討結果を、地区の「復興まちづくり計画」としてとりまとめます。
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③「復興まちづくり懇談会」の進め方

■開催時期及び検討内容（案）

第２回 第３回 第４回

7月中旬時期

内容

10月上旬 12月中下旬

⚫ 検討の進め方につい
て

⚫ 現在の取り組み状況
について

⚫ 住まいの再建に関す
る意見交換

⚫ 住まいの再建につい
て（災害公営住宅・
移転住宅地等）

⚫ 地区が目指す姿につ
いて

⚫ 地区の課題・魅力に
ついて

⚫ 地区における取り組
みについて

⚫ 取り組みを進めてい
くうえで必要となる
支援等について

⚫ 地区ごとの「復興ま
ちづくり計画」をと
りまとめ

地区内
での

意見交換

地区内
での

意見交換

※ 被害状況や課題の内容によって、各地区での開催回数や内容が異なります。

地区内
での

意見交換
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●住まいの再建に関する意見交換

✓ 安心して住み続けられるまちへ向け何が出来るか、何が必要か検討し
ます。

✓ 住まいの再建に向けた市としての基本的な考え方をお示ししたうえで、
各地区における「住まいの再建」について意見交換を行います。

④ 第２回 懇談会について（主な内容）

ス
テ
ッ
プ
３

●検討の進め方について

✓ 今年度の取り組みの概要をご説明する
とともに、「復興まちづくり計画」策
定に向けた「まちづくり懇談会」の進
め方をお示しします。

※若者や子育て世代の方々な
ど、できるだけ幅広く多様
なメンバーで検討を進めて
いきたいと考えております
ので、各地区でお声がけな
どをお願いします。

※八竜小学校、坂本中学校を
通じ、PTAの皆様へ参加呼び
かけを実施します。
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④ 第２回 懇談会について（開催日時・会場の提案）

地 区 名 期 日 時 間 会 場 備 考

田 上 ７月 ７日（水） １９：００
田上

社会教育センター

深 水 ７月１０日（土） ９：３０
深水

生活改善センター

西 部 ７月１０日（土） １３：００
西部地区

多目的集会施設

中 谷 ７月１０日（土） １６：００
さかもと

青少年センター

百済来 ７月１４日（水） １９：００
久多良木地区
多目的集会施設

中津道 ７月１８日（日） ９：３０ 坂本中学校体育館

藤 本 ７月１８日（日） １３：００ 坂本中学校体育館

鮎 帰 ７月１８日（日） １６：００
鮎帰

社会教育センター

※日時・会場につきまして、変更のご希望がある場合は６月１４日（月）までにご連絡をお願いいたします。
【連絡先：復興推進課 TEL 0965-62-8807、坂本支所地域振興課 TEL 0965-45-2211まで】
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